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第一種施設以外の施設に求められる受動喫煙対策
第３章

１ 受動喫煙対策の区分の概要

● 2020年（令和2年）３月31日以前の営業許可日の飲食の
営業許可を取得している飲食店。

● 客席の床面積の合計が100㎡以下
● 個人または中小企業（資本金または出資の総額が5,000
万円以下）による経営

● 喫煙可能室からの「たばこの煙の流出防止の技術的基
準」の適合

● 指定たばこ専用喫煙室からの「たばこの煙の流出防止の
技術的基準」の適合

● 喫煙専用室からの「たばこの煙の流出防止の技術的基準」
の適合

受動喫煙対策の区分 必要な要件等

屋内禁煙 ● 特になし

喫煙専用室設置施設

指定たばこ※専用喫煙室
設置施設

● 2020年（令和2年）３月31日以前の営業許可日の飲食の
営業許可を取得している飲食店。

● 客席の床面積の合計が100㎡以下
● 個人または中小企業（資本金または出資の総額が5,000
万円以下）による経営

● たばこの煙が流出しないように、施設以外の場所との区
画をすること。（壁、天井、扉等で仕切られていること）

喫煙可能店
（既存飲食店のみ）
（施設全体を
 喫煙可能室とする）

● 喫煙場所の提供を主目的とし、たばこ小売販売業やたば
この出張販売場所として許可されていて、たばこの対面
販売をしている。

● 飲食の営業許可を取得している飲食店。
● 通常主食と認められる食事を主として提供していない。
● 喫煙目的室からの「たばこの煙の流出防止の技術的基
準」の適合

喫煙可能室設置施設
（既存飲食店のみ）

喫煙目的室設置施設
（飲食店）

①

②

③

④

⑤

⑥

※改正健康増進法における「指定たばこ」は「加熱式たばこ」と定められています。
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● 喫煙場所の提供を主目的とし、たばこ小売販売業やたば
この出張販売場所として許可されていて、たばこの対面
販売をしている。

● 飲食の営業許可を取得している飲食店。
● 通常主食と認められる食事を主として提供していない。
● 喫煙目的店の出入口が屋内に面している場合は、喫煙目的
店からの「たばこの煙の流出防止の技術的基準」の適合

● 喫煙目的店の出入口が屋外に面している場合は、施設以
外の場所と店内を扉等で隔てることが望ましい。

喫煙目的店
（飲食店）
（施設全体を
 喫煙目的室とする）

● 喫煙場所の提供を主目的とし、たばこ小売販売業やたば
この出張販売場所として許可されていて、たばこの対面
販売をしている。

● 店舗の商品陳列棚のうち、たばこ又は専ら喫煙に供する
ための器具の占める割合が約５割を超える。

● 喫煙目的室からの「たばこの煙の流出防止の技術的基
準」の適合

喫煙目的室設置施設
（たばこ販売店）

● 喫煙場所の提供を主目的とし、たばこ小売販売業やたば
この出張販売場所として許可されていて、たばこの対面
販売をしている。

● 店舗の商品陳列棚のうち、たばこ又は専ら喫煙に供する
ための器具の占める割合が約５割を超える。

● 喫煙目的店の出入口が屋内に面している場合は、喫煙目的
店からの「たばこの煙の流出防止の技術的基準」の適合

● 喫煙目的店の出入口が屋外に面している場合は、施設以
外の場所と店内を扉等で隔てることが望ましい。

喫煙目的店
（たばこ販売店）
（施設全体を
 喫煙目的室とする）

● 施設の屋内の場所の全部を専ら喫煙する場所とするもの
であること。

● 広く一般に利用できるようになっていること。
● 公衆喫煙所の出入口が屋内に面している場合は、公衆喫
煙所からの「たばこの煙の流出防止の技術的基準」の適合

● 公衆喫煙所の出入口が屋外に面している場合は、施設以
外の場所と店内を扉等で隔てることが望ましい。

公衆喫煙所

⑧

⑨

⑩

⑦
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２ 各施設が選択できる受動喫煙対策について

※改正健康増進法及び道条例において、受動喫煙防止を図る対象となる施設は、「多数の人が利用す
る施設等」です。
　「多数の人が利用する施設」とは、「２人以上の人が同時にまたは入れ替わりで利用する施設」と定義
されています。そのため、個室で１人の客にだけサービスを行う施設も、客が入れ替わり利用するた
め、多数の人が利用する施設に該当します。また、店舗営業だけではなく、部外者が来ない事務所や
工場等も対象となります。

管理する施設で選択できる受動喫煙対策の区分は、以下のフローチャートで確認してください。
飲食店等の営業許可を取得している場合は、31ページへ

（1）飲食の営業許可を取得していない施設（第一種施設を除く）

２人以上の人が同時にまたは入れ替
わりで利用する施設※ですか？

喫煙場所の提供を主たる目的とし、
たばこ小売販売の許可やたばこの出
張販売場所として許可されていて、た
ばこの対面販売を行っていますか？

販売している商品の約５割以上がた
ばこ又は専ら喫煙に供する器具であ
り、店内で喫煙可能とするたばこ販売
店ですか？

喫煙目的施設
【選択できる受動喫煙対策】
②喫煙専用室の設置
③指定たばこ専用喫煙室の設置
⑧店舗の一部に喫煙目的室を設置
⑨店舗の全部を喫煙目的室とする喫煙目的店

第二種施設
【選択できる受動喫煙対策】
①屋内禁煙
②喫煙専用室の設置
③指定たばこ専用喫煙室の
　設置

はい

はい

はい

いいえ

いいえ
喫煙する際には、周囲に受動喫煙
を生じさせないよう配慮する義
務がありますが、構造及び設備に
関する基準はありません。

・・・・・・
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※主食とは、社会通念上主食と認められる食
事をいい、米飯類、パン類（菓子パン類以
外）、麺類等が主に該当します。

（2）飲食の営業許可を取得している施設（第一種施設を除く）

客が飲食するためのテーブルなど
の設備を設けていますか？

喫煙場所の提供を主たる目的と
し、たばこ小売販売の許可やたば
この出張販売場所として許可され
ていて、たばこの対面販売を行っ
ていますか？

店内で調理した主食※を、主として
提供しない店ですか？

喫煙目的施設
【選択できる受動喫煙対策】
②喫煙専用室の設置
③指定たばこ専用喫煙室の設置

⑥店舗の一部に喫煙目的室を設置

⑦店舗の全部を喫煙目的室とする
　喫煙目的店

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

以下の要件に全てあてはまります
か？
A 飲食の営業許可日が2020年
（令和2年）3月31日以前である
B 店内の客席の床面積の合計は
100㎡以下である

C 個人または中小企業（資本金ま
たは出資の総額が5000万円以
下）が経営している

・・・・

35ページへ 第二種施設のうち既存特定飲食提
供施設
【選択できる受動喫煙対策】
①屋内禁煙
②喫煙専用室の設置
③指定たばこ専用喫煙室の設置
　
　
改正健康増進法の経過措置として
④店舗の一部に喫煙可能室の設置

⑤店舗の全部を喫煙可能室とする
　喫煙可能店
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第二種施設
【選択できる受動喫煙対策】
①屋内禁煙
②喫煙専用室の設置
③指定たばこ専用喫煙室の設置
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